
思考・判断・表現の分析と授業づくりのアイデア例

全体の正答率は、
50.3％でパターン
判定はⅡでした。次に
あげる問題❼（2）の正答率は、他の問題と比べてどの層も正答率
が低く、全国の正答率17.5％と比べて2.7ポイント低い結果とな
りました。

（１）ではD層と比較
すると他の層は正答率が高く、箱ひげ図から値を求めることはで
きていることがわかります。しかし、（２）の箱ひげ図から様々な値
を読み取り、それらのデータをまとめて箱ひげ図全体の特徴を読
み取ることには課題があります。

【授業づくりのアイデア例】

データの分析の学習では、小学校から中学校ま
で多くの知識を身に付けてきました。特に、この
単元においては、平均値や中央値、範囲などの知
識を利用することになり、既習内容の定着は必要
になります。下の問題ではそれらの代表値を求め
るだけでなく、与えられた図の特徴と傾向を見出
いして比較することが求められます。また、自ら

テーマを設定することで、様々な視点からデータ
を捉えることができます。

データの傾向を見取り複数のデータを比較する
【思考・判断・表現】

【問題❼(2)
の正答率】

A層 B層 C層 D層
A-D層
の差

令和7年度・中3 50.3 80.1 60.6 40.2 20.1 60.0

年度・学年 川崎市
川崎市学力層別

A層 B層 C層 D層
A-D層
の差

❼(1) 令和7年度・中3 50.7 86.5 63.3 41.1 12.9 73.6

❼(2) 令和7年度・中3 14.8 23.9 19.2 11.6 4.8 19.1

年度・学年 川崎市
川崎市学力層別
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主体的に取り組む態度の分析とアイデア例

【質問内容】
解き方がわからない問題でも、これまでに学習したことを活用し
て、論理的に少しずつ解こうとしている。

【分析結果】
令和７年度・中２の同一母集団の経年比較に着目すると、D層の

肯定群回答割合は昨年度よりも６．８ポイント低い５６．７％、また

A－D層の差も３８．４％と昨年度から６ポイントの差が開く結果と
なりました。Ｄ層の生徒が新しい学習内容に出会った際に、どうし
てよいか分からず、戸惑っている姿が想像されます。解き方がわ
からない場合でも、少しずつ文章題を整理し、日常的に既習事項
と関連付けながら自力で粘り強く考え、他者の考えと比較して自
己調整するような学習活動に取り組むことが大切です。

【授業づくりのアイデア例】
連立方程式の活用を例にアイデア例を提示します。

Step1 問題に出てくる数・情報を書きだそう
Step2 何を文字でおけばよいですか
Step3 どのようなの数量関係を表す式がつくれ

 そうですか
Step4 解き方は加減法と代入法のどちらがよ

 さそうですか
Step5 解いてみよう

・連立方程式をどう立てたか、なぜその解法を選
んだのかを図や式で書かせ、説明し合う

・今日の問題で、どこまで自分で考えられたか
・どんな知識（既習事項）を使ったか
・わからなかったとき、どう考えようとしたか
・次に似た問題が出たら、どんなことに気をつけ

たらよいか
自分自身の思考をメタ認知し、「粘り強く考え
る」ことを経験し、「自分がどう変わったか」を
自覚できるようにする

⑴生徒が自力解決へ向かうための、「何もわからない」から
「ここまではわかる」に変わるワークシートの構成

⑵ホワイトボードやフィグジャムなどを活用し、考え方（思考
の途中経過）を見せ合う対話的な活動

⑶振り返りで思考過程を評価

学習を振り返る

A層 B層 C層 D層
A-D層
の差

令和7年度・中１ 83.1 96.3 89.8 81.7 64.2 32.1

令和7年度・中２ 78.9 95.1 87.9 75.4 56.7 38.4

令和6年度・中１ 83.2 95.9 89.7 83.3 63.5 32.4

令和7年度・中３ 81.3 95.3 90.1 78.0 61.7 33.6

令和6年度・中２ 77.9 94.0 86.1 75.4 55.9 38.1

令和５年度・中１ 84.5 96.0 91.4 82.9 67.2 28.8

年度・学年 川崎市
川崎市学力層別
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意識調査の分析とアイデア例

【質問内容】
授業で習ったことはそのまま覚えるのではなく，その理由や考え
方も一緒に理解しようとしている。

【分析結果】
CD層の肯定群回答割合について同一母集団の経年比較をみる

と、令和７年度・中２は昨年度よりもC層で７．６ポイント、D層では
６．８ポイント下がる結果となりました。またA－D層の差に着目す
ると、同一母集団では令和７年度・中２、令和７年度・中３の結果が
示すように、年々その差は広がっていく傾向にあります。このこと
から、CD層の多くの生徒は普段の学習において「なぜそうなるの
か」という理由について考えることができず、公式や解法を暗記

することが学習の中心となっていると考えられます。

【授業づくりのアイデア例】
「生徒が理由や考え方も理解しようとする姿勢

を育むための授業づくり」のアイデア例(1)～(3)
を提示します。

「なぜ、２ｘ＋４を６ｘと計算してはいけないのか」
と聞かれたら、あなたはどう説明しますか？

「やり方」だけでなく「意味」に意識を向ける。

「長方形のたてを（ｘ＋３）、横を（ｘ＋２）としたと
き、その面積は？」

面積図をもとに、（ｘ＋３）（ｘ＋２）の展開公式

の意味を確認する。

をいろいろな方法で解いてみよう。

「そのまま代入法」、「移項して加減法」、「
に式変形してから代入法」など、いくつか

の解き方を扱い、それぞれの計算手順のよさにつ
いて話し合い、理解を深める。

⑴誤答例を提示し、理由を説明する活動の導入

⑵公式や手順を教える前に「なぜ？」という問い
から始める

⑶複数の解法を比較する活動の導入

A層 B層 C層 D層
A-D層
の差

令和7年度・中１ 66.0 82.1 72.1 61.1 48.9 33.2

令和7年度・中２ 62.3 82.5 68.0 56.1 42.7 39.8

令和6年度・中１ 66.9 81.8 72.5 63.7 49.5 32.3

令和7年度・中３ 67.4 85.1 75.3 62.0 47.6 37.5

令和6年度・中２ 62.4 80.5 67.9 57.9 44.1 36.4

令和５年度・中１ 69.4 83.2 75.3 66.3 52.6 30.6

年度・学年 川崎市
川崎市学力層別
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第２章 Ⅱ ５ 中学校 理科

83



知識・技能の分析と授業づくりのアイデア例

【知識・技能】

 全体の正答率は61.8％で、A-D層の差が大きく、パターン判
定はⅢでした。次にあげる問題6-(2)の正答率は、特にD層が低
いことに加えて無回答率はC層が20.3％、D層が46.2％でした。

【問題6-(2)の
正答率】

 調べる目的を理解しないまま、扱う薬品や器具の名称やその役

割を意識せずに実験を進めてしまっていることが考えられます。
このことについてアイデア例を掲載します。

問題を掲載

１年生

A層 B層 C層 D層
A-D層

の差

令和7年度・中1 61.8 88.8 71.1 54.6 32.9 55.9

年度・学年 川崎市
川崎市学力層別

A層 B層 C層 D層
A-D層

の差

令和7年度・中1 63.6 93.4 78.8 58.5 23.8 69.6

年度・学年 川崎市

川崎市学力層別

84



【授業づくりのアイデア例】
「気体を区別するフローチャートを作ろう」

 様々な気体の性質を調べた結果をもとに、気
体を区別するフローチャートを作成します。この

ことにより、どのような薬品が気体のどのよう
な性質を調べることができるものなのか、知識
を整理することができると考えられます。

 また、作成したフローチャートを使って、身の
回りのものから発生した気体を調べます。学習
で得た知識・技能を活用して実験を計画するこ
とで、使用する薬品や器具の名称と役割を理解
する必然性が生まれ、知識の定着を図ることが

できると考えられます。

既習事項をフローチャートで整理し、実験の
計画に知識・技能が活用できるようにする
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思考・判断・表現の分析と授業づくりのアイデア例

【思考・判断・表現】

 全体の正答率は61.7％ですが、パターン判定はⅢでした。特に
問題9-(3)の正答率においてA‐D層の差が大きく、 D層では問
題の意味理解が難しかったことが考えられます。無回答率は全体
で21.4％で、C層は22.1％、D層は57.5％でした。

【問題9-(3)の
正答率】

 思考過程を言語化する活動の充実を図ることで、単純な知識
ではなく生きて働く知識として、根拠に基づく説明や筋道立てた
表現をすることで、思考が深まるものと考えられます。

【授業づくりのアイデア例】
「マツの葉はなぜ細いのだろうか」

①知識の定着：植物の分類（双子葉類・単子葉類
 など）の特徴を正しく理解する。
 →根・茎・葉のつくりを観察・記録し、「見てわか

る」分類基準に触れ、基礎知識を視覚的に
習得する。

②思考の深化：観察した形に「意味がある」こと
 を自分で考え、理由を探る。
 →マツの針のように細い葉の形状やサボテン  

のトゲの役割などについて「なぜそうなって
いるのか？」という問いかけから、形と環境

を結びつけて考える。

③表現力の育成：分類の根拠や形の意味を、自分
 の言葉で説明・記述する。
 →分類とその理由について、ペアやグループで

説明し合ったり、記述したりする活動を通し
て、筋道立った説明ができるようにする。

理科の見方・考え方を働かせ、多面的に
因果関係を考えて自分の言葉で説明するA層 B層 C層 D層

A-D層
の差

令和7年度・中１ 61.7 89.5 73.6 54.4 29.1 60.4

年度・学年 川崎市
川崎市学力層別

A層 B層 C層 D層
A-D層
の差

令和7年度・中１ 54.7 92.3 71.8 44.1 10.5 81.8

年度・学年 川崎市
川崎市学力層別
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知識・技能の分析と授業づくりのアイデア例

【知識・技能】

   全体の正答率は57.１％で、A-D層の差が大きく、次にあげる
問題1-(5)では７６．８ポイントも差がありました。特にC-D層の
差が大きく、D層の生徒の知識・理解の定着に課題が見られます。

【問題1-（５）の
正答率】

 このような結果となる要因として、生徒が疑問をもち、規則性
を見いだすことをせずに、言葉のみを覚えようとしてしまうこと
が考えられます。科学的な探究を通して、知識や技能が身に付く
手立てを講じることが大切です。

【授業づくりのアイデア例】
「手回し発電機に電流を流したらどうなるのだ
ろうか」

 手回し発電機を豆電球につなぎ、ハンドルを
回すと、豆電球が光ります。このことから、手回
し発電機から電流が発生したことがわかります。

 次に、その手回し発電機を電池や電源装置に
つなぎ、電流を流すとどう
なるかを生徒に予想させ
ます。

 生徒は「ハンドルが回る」
「本当に回るのかな？」と
疑問に思います。そして、実際にハンドルが回り
だす様子を見ると、「予想通りだ」「やっぱり不思
議だな」と思考を巡らせます。

 そのような活動を通して、モーターのしくみと
発電機のしくみが同じ道具の表裏の関係にある
ことに気付いていくことで、「電磁誘導」や「誘導

電流」などの用語の概念的な理解が深まり、知
識の定着が図れると考えられます。

２年生

生徒が疑問を持つことで「電磁誘導」などの
用語の概念的な理解や知識の定着を図る。

A層 B層 C層 D層
A-D層

の差

令和7年度・中2 57.2 81.3 64.3 50.6 32.5 48.8

年度・学年 川崎市
川崎市学力層別

A層 B層 C層 D層
A-D層

の差

令和7年度・中2 63.2 96.0 81.9 55.8 19.2 76.8

年度・学年 川崎市
川崎市学力層別
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思考・判断・表現の分析と授業づくりのアイデア例 【授業づくりのアイデア例】
「どうすれば、結露が起きにくくなるか」

  大気中の水の変化の学習のまとめとして課題に
対して根拠をもった仮説を考えさせ、検証します。
＜結露の度合いを比較するための実験（基本）＞

  湿度が同じであれば、空気と容器表面の温度差
が小さいほうが結露は起きにくくなります。氷水
を冷水に変えたり、容器の素材を変えることで、

結露の度合いは異なります。飽和水蒸気量の規則
性と日常生活で起きる結露とを関連付けて考える
ことで、より深い理解につながります。

身近な現象である結露が起きにくくなる方法（素
材）を、飽和水蒸気量の規則性と関連付けて考える

① 電子天秤の上にシャーレ
 を乗せ、その上に氷を入
れたコップを置きます。

② 時間がたつと、電子天秤
 の値が大きくなります。

⇒ 水蒸気が水滴となって、
 容器に付着します。

③ 測定時間を決めて、値の
 増加量を比較します。

【思考・判断・表現】

 全体の正答率は43.0％でした。問9-(3)の正答率は次の通
りで、Ｄ層においては、無回答率も38.6％と高く、音の高さと

弦の長さの関係をうまく説明できない生徒が多くいました。

【問題９-(３)の
正答率】

 要因として、身近な道具や現象がどのような仕組みになって
いるのかを、学習した規則性等と関連付けて考えられているか

ということに課題があると考えられます。学習内容が日常生活
のどのような場面で関わっているのかを、生徒自らがより意
識するような授業展開、課題設定が必要だと考えられます。

A層 B層 C層 D層
A-D層

の差

令和7年度・中2 43.0 64.7 46.8 35.4 25.0 39.7

年度・学年 川崎市
川崎市学力層別

A層 B層 C層 D層
A-D層
の差

令和7年度・中2 49.7 84.6 62.5 37.8 14.1 70.5

年度・学年 川崎市
川崎市学力層別
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知識・技能の分析と授業づくりのアイデア例

【知識・技能】

 全体の正答率は60.0%でした。次にあげる問題3-(2)アの正
答率は次の通りになっており、選択式になっているもののC層と
D層の正答率が低くなっています。

【問題3-(2)
アの正答率】

 このような結果となる要因として、質量保存の法則という理科
用語を聞いたことがあっても、なぜ化学変化の前後で物質全体
の質量が変化しないのかという本質的な理解ができていないこ
とが考えられます。

３年生

A層 B層 C層 D層
A-D層

の差

令和7年度・中３ 60.0 87.9 70.8 51.6 29.9 58.0

年度・学年 川崎市
川崎市学力層別

A層 B層 C層 D層
A-D層

の差

令和7年度・中3 57.2 93.0 72.8 42.5 22.5 70.5

川崎市
川崎市学力層別

年度・学年
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【授業づくりのアイデア例】
「さまざまな事例とその結果から現象を自分の
ことばやイメージで表現してみよう」

」

   歴史の偉人の実験を手伝う設定を作ること
で、生徒の知的好奇心を喚起し、内発的動機付
けを図ります。そして電池にまつわる３つの疑問
をGIGA端末を用いて班やクラスで結果を共有

しながら解決していきます。
【疑問①】電池のビーカーを２つに分け、電極を
それぞれ入れると電流は流れるだろうか。
【疑問②】電池の一方の電極をセロハンで仕切っ
たとき、電流は流れるだろうか。
【疑問③】疑問②の実験で、電極が同じ金属でも
水溶液の濃度が違う場合、電流は流れるだろう
か。

 目の前で起きている現象に対してイオンや電
子といった目には見えない粒の動きを推論する
ことで、本質的な理解につながると考えられま
す。

目の前で起きた事象に対する気付きから

推論し、本質的な理解へ結びつける

※濃さの違いがわかるように
硫酸銅水溶液を使用
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思考・判断・表現の分析と授業づくりのアイデア例

【思考・判断・表現】

全体の平均正答率は３７．６％でした。【思考・判断・表現】を問う
問題は全部で６問あり、その中でも短答式、記述式の無回答率が

高かったです。またA-B層の差もあり、多くの生徒に課題があり
ました。

【問題４‐（３）の
正答率】

B層、C層、D層の正答率が低い要因として、電力(W)を求める
だけでなく、並列回路の電流・電圧の関係やグラフの読み取り方
など、多くの知識を活用しなければならないことが挙げられます。

A層 B層 C層 D層
A-D層

の差

令和7年度・中３ 37.6 72.4 42.4 23.5 12.0 60.4

年度・学年 川崎市
川崎市学力層別

A層 B層 C層 D層
A-D層

の差
令和7年度・中３ 23.4 63.9 23.0 6.1 0.5 63.4

年度・学年 川崎市
川崎市学力層別
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【授業づくりのアイデア例】
「GIGA端末を利用してグラフを作成し、異なる運
動の比較をしてみよう」

実験Ⅰ
①力学台車を記録テープにつなぎ、滑車を使って、
   一定の力が加わるように装置を用意する。
②記録テープの結果から０．１秒ごとに進んだ距

 離をGIGA端末を用いて入力する。
実験Ⅱ
①空気の力で浮かぶホバーサッカーボールを

 使って、床との摩擦を限りなく少なくし、力がは 
 たらかないときの運動を再現する。

②記録テープの結果から０．１秒ごとに進んだ距
 離をGIGA端末を用いて入力する。
グラフを作成するときには、GIGA端末のスプ

レッドシートを活用し、値を入力すると各班で計
測した結果の平均値とグラフを書き出せるように
しておくことで、思考を深めたり、言葉で表現する
時間を確保したりすることができます。

この実験は、斜面上の物体の運動の学習にもつ
なげることができます。

実験を通して、思考力と表現力を高める
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主体的に取り組む態度の分析とアイデア例

【質問内容】
どうやって問題を解決したらいいかと見通しを持って取り組もう
としている。

実験や観察の仮説を自分で立ててから実験や観察に取り組むよ

うにしている。

【分析結果】
「どうやって問題を解決したらいいかと見通し

を持って取り組もうとしている。」 の設問では、

中２で減少し、中３で回復しますが、A-D層の差
は学年が上がるごとに増加しています。また、ど
の年度、学年でもA-D層の差が20ポイントを超

えています。特に中1の授業において、生徒が見
通しをもてるような授業の工夫が必要です。

「実験や観察の仮説を自分で立ててから実験や
観察に取り組むようにしている。」の設問でも、
中2で減少し、中３で回復していますが、こちら
は、学年が上がるとともにA-D層の差の値が減
少しています。内訳としては、D層のポイント上
昇が大きく貢献しており、A層は伸び悩む結果と

なりました。
これらのことから、多くの場面で、Ｄ層だけで

なくA層も含めた全員が主語となる授業を目指
し、個別最適な学びを意識した授業改善をする
ことが大切だと考えられます。

A層 B層 C層 D層
A-D層

の差

令和7年度・中１ 79.5 89.4 84.0 77.0 67.5 21.9

令和7年度・中２ 74.6 86.5 80.0 70.6 61.5 25.3

令和6年度・中１ 77.3 87.6 80.1 75.0 66.5 22.1

令和7年度・中３ 76.2 88.1 81.7 73.8 61.0 27.1

令和6年度・中２ 71.8 83.9 76.6 66.8 59.8 24.1

令和５年度・中１ 79.2 87.7 83.4 78.7 66.8 20.9

年度・学年 川崎市
川崎市学力層別

A層 B層 C層 D層
A-D層

の差

令和7年度・中１ 81.7 92.3 87.7 78.0 68.4 23.9

令和7年度・中２ 77.7 87.9 82.0 75.2 65.5 22.4

令和6年度・中１ 80.4 91.1 84.9 78.8 66.4 24.7

令和7年度・中３ 80.5 88.2 85.2 79.4 69.0 19.2

令和6年度・中２ 75.6 86.2 79.3 73.3 63.5 22.7

令和５年度・中１ 79.9 90.5 84.0 78.3 66.6 23.9

年度・学年 川崎市
川崎市学力層別
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【授業づくりのアイデア例】
「反射の法則を自分なりに見出してみよう」

この単元について、教科書には、導入で鏡を用
いて、光がはね返る時の様子を観察する活動に

始まり、鏡を複数利用して光の道筋に興味をもつ
活動へと続きます。 その後は、反射の規則性を調
べる実験へ授業が展開されます。教科書に記載の
実験では入射角を変化させますが、生徒は、反射
面と入射光の間の角に着目しています。教師はそ
のような生徒の思考に沿った授業展開をするこ
とが大切で、そのような授業によって生徒自身に
主体的に仮説を検証する姿勢を芽生えさせるこ

とになります。
単元の終わりに正しい「入射角」の意味を伝える

とともに、「なぜ入射面に対して垂直な線と光の
間の角を利用するのか」という疑問を発展的に扱
い、生徒に考えさせることによって、言葉の定着
をさらに深められると考えます。

自分自身で注目する「角」を定めることで、主
体的に取り組むことができるようにする

94



意識調査の分析とアイデア例

【質問内容】
理科の授業で、実験や調査に取り組む前に、仮説を立てたり結果
を予想したりしている。

理科の授業で、実験や調査が終わった後に、気づいたことや、新
しい疑問などについて、話し合ったりまとめたりしている。

【分析結果】
「理科の授業で、実験や調査に取り組む前に、

仮説を立てたり結果を予想したりしている。」で
は、多くの母集団でA-D層の差が２０ポイント程
度ありますが、D層を中心に学年が上がるにつ
れてポイントが上昇し、その差が小さくなる傾向

にあります。「理科の授業で、実験や調査が終
わった後に、気付いたことや、新しい疑問などに
ついて、話し合ったりまとめたりしている。」につ
いても同様に、学年が上がるにつれてA-D層の
差は小さくなります。

また、どちらの設問でも中１から中２で値が減
少する傾向が強いこともわかります。小学校と

比べ学習内容の複雑性や抽象性が増すことが要
因として考えられます。一方で、中２から中３で
値の増加がみられます。科学的に探究する学び
を大切にした授業改善がなされていると考えら
れます。 全体の数値としては実験後の方が低い
値が出ていることから、実験後の活動に注視す
る必要があります。

A層 B層 C層 D層
A-D層

の差

令和7年度・中１ 83.6 94.6 89.2 82.6 68.1 26.5

令和7年度・中２ 81.2 89.3 86.0 81.3 69.3 20.0

令和6年度・中１ 77.3 93.4 88.4 83.0 68.9 24.5

令和7年度・中３ 76.2 90.0 89.8 86.7 75.3 14.7

令和6年度・中２ 71.8 88.8 85.7 79.8 68.1 20.1

令和５年度・中１ 79.2 92.5 88.2 80.2 67.0 25.5

年度・学年 川崎市
川崎市学力層別

A層 B層 C層 D層
A-D層

の差

令和7年度・中１ 75.2 86.2 79.4 73.8 61.5 24.7

令和7年度・中２ 73.2 81.2 78.5 72.5 61.3 19.9

令和6年度・中１ 75.1 85.4 79.7 73.3 62.2 23.2

令和7年度・中３ 77.3 84.5 82.0 77.6 66.4 18.1

令和6年度・中２ 72.2 81.7 76.1 70.9 61.7 20.0

令和５年度・中１ 73.5 82.8 78.8 71.8 60.3 22.5

年度・学年 川崎市
川崎市学力層別
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意識調査の分析とアイデア例

【授業づくりのアイデア例】
「オクリンクを使って丁寧にまとめてみよう」

 葉の付き方には栄養分を作りやすくするため
の工夫があります。それらについて、調べたこと、
気付いたこと、新しい疑問などについて話し合う
場面では、例えば、ミライシードのオクリンクを利
用して、自分でまとめあげる授業展開が考えられ
ます。まとめる際には、図の大きさ、図の向き、色
の使い方、一番伝えるべき内容の整理などを通し

て「まとめ方」を指導します。
 発表活動は、グループの中心的な生徒だけで

なく生徒一人一人ができるようにし、最後は必ず
個人が振り返るようにすることが大切です。生徒
一人一人が自分でまとめあげたという意識や自
信を芽生えさせるよう、GIGA端末でいつでも他
者参照できるようにしたり、プリントアウトして掲

示したりするような環境づくりをすることが大切
です。

授業後のまとめ学習では教科の学習内容に
加えて「まとめ方」を指導する
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第２章 Ⅱ ６ 中学校 英語科
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知識・技能の分析と授業づくりのアイデア例

【知識・技能】
 
聞くことの領域でA-D層の差が平均20ポイントとなりました。

書くことに関しては、A-D層で平均22.6ポイントの差がありまし
た。

【大問6小問1の正答率】
書くことの領域でA-D層の差が２３．３ポイントと最大なのが

“dog”を書く問題でした。文字を正確に書く力の定着を図る必要
があります。

【授業づくりのアイデア例】
アルファベットの書き方など、英語の基礎力定

着させるための書く活動が必要です。

①教科書の活用
Unit1GoalのALTに向けた自己紹介カード

を書く活動に向かって、単元指導計画の中で相
手を替えて自己紹介を書く活動を繰り返し、自
己紹介に必要な単語等を書く場面の設定が大

切です。
②ワードビンゴ

枠内にアルファベットや単語、英文等を書か
せ、教員が発音したものに○を付けさせます。
書く時間を決めることで早く書けるようになり
ます。
③英単語しりとり

制限時間内に黒板やプリントに英単語をしり
とりで書かせます。「チョークは一本のみ」等の

ルールを入れることで活動が活発になります。
また、書かせたままにせず、生徒同士の相互評
価や教員からのフィードバックを通して正確に
書けるようにすることが大切です。

１年生
「書く」力の育成のための教科書の活用と

楽しく取り組める活動の工夫
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思考・判断・表現の分析と授業づくりのアイデア例

【思考・判断・表現】

思考・判断・表現の全ての問題においてA層の正答率が100%

に対し、D層は66.3%とA-D層の差が3３.7ポイントとなりまし
た。

【大問3小問1の正答率】
「What time 〜？」と聞かれて正しく答える問題がA-D層の

差が56.9ポイントで最も差が開いた問題となりました。日常的に
よく使われる時間に関する表現の理解が不十分であると考えら
れます。

問題を掲載

【授業づくりのアイデア例】

①Small Talk
 Small Talkで、例えば“What time～？”を

使った様々な内容の違いを理解させるように仕
掛けます。単語のみで答えた生徒には教員が正し
い英文でリキャストしたり、ヒントを与えるなど、
文で答えさせることが大切です。
②教科書＆振り返りシートの活用

 教科書のLet’s Talk!を活用し、疑問詞を使っ
たペアワークを行うことができます。その際にも、

質問に対して文で答えさせることが大切です。ま
た、振り返りシートで自身の活動内容を振り返る
ことで成果や課題を認識させ、次の活動につなげ
ることにつなげることができます。 その他にも、
授業中繰り返し生徒に質問を投げかけたり、タス
クを入れたりするなど、普段から疑問詞を用いた
質問文の内容を理解し答えようとする習慣を身
に付けさせることが大切です。

疑問詞の理解を深める
教師ー生徒のインタラクションの充実
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